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馬
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
の
‘
問
題
的
特
徴

馬
渡
島
カ
ト
リ
ッ
ク
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
は
、
次
の
如
き
特
殊
な
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。

第
一
に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
担
い
手
の
分
布
は
個
人
的
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
は
そ
の
存
す
る
地
縁
集
団
か
ら
孤
立
し
た

存
在
で
あ
り
、
そ
の
宗
教
的
凝
集
は
地
縁
的
で
な
い
。

説
1

2
F
E
－nvロ吋
nHH
吋
白
ロ
柱
。
ロ
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
部
落
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
人
聞
は
い
な
い
。

位
2

第
二
に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
は
知
的
傾
向
が
強
い
。
そ
の
学
歴
、
知
識
程
度
、
社
会
階
層
は
高
い
。
そ
の
姿
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

au内
a

場
合
表
［
の
如
く
で
あ
る
。
大
都
市
で
大
学
卒
が
教
会
員
の
五
O
%
に
近
く
、
多
く
の
教
会
で
高
校
卒
以
上
が
八
O
%
を
越
し
て
い
る
。

院
4

カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
調
査
で
も
、
男
子
大
学
卒
三
七
%
、
高
卒
三
五
%
、
女
子
大
学
卒
二
一
%
、

こ
れ
に
対
し
、
馬
渡
の
場
合
は
、
地
縁
集
団
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
共
有
し
、

高
卒
五
三
%
の
如
く
で
あ
る
。
処
で
、
馬

渡
の
場
合
は
こ
れ
ら
と
全
く
異
る
。
殆
ん
ど
全
員
が
小
学
卒
で
あ
る
。
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大
学
在
学
中
6. 
4. 95 
3. 
87 
8.75 
23. 43 
4. 46 
11. 11 
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1. 
088 
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高
校
卒
62. 
71. 28 
65. 16 
35 
10. 93 
50 
61. 11 
40 
30. 55 
50 
65. 21 
23. 52 
42. 39 
60 
40 

高
校
在
学
中

1. 
98 
6. 
45 
6.25 

8. 
5
 
5. 
55 
13.33 
6.52 

10 

中
学
卒

1. 
93 
1. 
25 

7.14 
8.33 

10. 86 
5. 
8
 
16. 30 
10 
25 
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7.5 

3.57 
34.28 
2.77 
16.66 
10.86 
58.8 
27.17 
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高
卒
以
上
90.62 
98.01 
90.32 
92.50 
89.04 
76.77 
100 
57.14 
83.32 
70 
71.73 
35.28 
56.51 
8
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意
識
は
遥
か
に
強
め
ら
れ
、
伝
統
的
信
仰
の
意
識
も
極
端
佑
さ
れ
る
。
知
的
水
準
、
知
的
内
容
は
全
体
的
に
よ
り
低
下
し
、
辺
地
性
を
帯

ぴ
、
農
漁
生
活
以
外
の
諸
生
活
様
式
に
伴
う
思
考
様
式
、
行
動
様
式
も
一
応
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
宗
教
的
な
も
の
の
全
文
佑
領
域

へ
の
支
配
が
強
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
宗
教
的
な
も
の
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
も
の
と
合
致
し
な
い
文
佑
諸
要
素
は
、
自
ら
、
押
え
ら
れ
、

弱
め
ら
れ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

本
論
文
は
、
以
上
の
如
き
諸
特
徴
を
も
っ
馬
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
の
現
象
的
諸
事
実
を
、
二
つ
の
理
論
的
視
点
か
ら
み
た
事
象
に
限
り
つ
つ
、

記
述
分
析
す
る
と
同
時
に
、
私
の
、
宗
教
現
象
の
理
論
に
関
す
る
考
察
を
も
若
干
進
め
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
馬
渡
島
の
風
土
と
文
化

鎮
西
町
馬
渡
島
は
、
膚
津
と
壱
岐
か
ら
ほ
ぼ
等
距
離
の
、
東
西
二
、

八
O
O米
、
南
北
二
、

0
0
0米
の
図
1
の
如
き
孤
島
で
あ
る
。

海
か
ら
突
き
出
た
高
山
の
頂
で
あ
る
。
島
に
平
坦
な
部
分
は
な
い
。
島
と
九
州
本
土
と
の
交
通
は
一
日
一
往
復
の
郵
便
船
に
よ
る
0

・
舟
は

朝
九
時
に
島
を
出
、
名
護
屋
を
経
て
呼
子
に
至
る
。
約
一
時
間
を
要
す
る
。
午
後
四
時
呼
子
発
、
島
に
帰
る
。
こ
れ
が
唯
一
の
交
通
路
で

あ
る
。
島
は
大
き
く
分
け
る
と
、

M 

（
宮
の
本
）

F 

（
二
タ
松
）

N 

（
野
中
）

の
部
落
か
ら
な
る
。

M
部
落
を
本
村
、
他
を
新
村
と
い

ぅ
。
本
村
は
家
々
が
く
っ
つ
き
合
っ
て
建
っ
て
い
る
全
く
空
地
な
し
の
極
端
な
密
集
部
落
で
あ
る
。
図
1
の
南
の
四
角
の
部
分
で
あ
る
。

郵
便
局
、
交
番
、
小
・
中
学
校
、
宿
屋
、
商
店
（
三
一
戸
）
な
ど
は
こ
こ
に
あ
る
。
現
在
舟
は
本
村
の
港
に
入
る
。
港
か
ら
交
番
、
学
校
前

を
通
り
、
島
の
東
北
部
の
教
会
に
至
る
道
が
島
の
中
央
路
で
あ
る
。
道
幅
二
米
足
ら
ず
の
曲
り
く
ね
っ
た
山
路
で
あ
る
。
港
か
ら
学
校
ま

で
約
二
百
米
程
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
本
村
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
教
会
か
ら
ニ
タ
松
、
冬
牧
を
ま
わ
り
宮
の
本
に
で
る
道
以
外
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馬
渡
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持
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
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1 図
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五
四

は
一
人
歩
き
が
や
っ
と
の
小
道
で
あ
る
。
宮
の
本
、
本
村
だ
け
が
非
カ

ト
リ
ッ
ク
部
落
で
あ
り
、
他
は
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落
で
あ
る
。
後
者
は
山

畑
の
聞
に
、
家
々
の
点
在
す
る
分
散
部
落
で
あ
る
。

島
の
戸
数
及
び
人
口
は
、
文
政
十
一
年
一
一
一
六
名
、
天
保
十
年
三
二

戸
一
五
七
名
、
弘
化
元
年
三
六
一
戸
一
八

O
名
、
嘉
永
元
年
四
一
一
戸
ニ

O

四
名
、
安
政
五
年
四
三
一
戸
二
三
七
名
、
明
治
元
年
四
六
一
戸
二
六
七
名
、

大
正
三
年
一
、

O
四
O
名
、
昭
和
十
年
一
八
七
一
戸
一
二
六
六
名
、

M 

部
落
七
二
戸
四
一
四
名
、

F
部
落
六
三
一
円
四
一
一
名
、

N
部
落
五
三
戸

三
三
五
名
、
新
村
計
一
一
六
一
戸
、
七
四
六
名
）
昭
和
三
五
年
二
五
一
一
円

一
、
三
四

O
名
（
本
村
一

O
二
一
戸
五
一
九
名
、
新
村
一
四
九
戸
八
二
一

名
）
で
あ
る
。
明
治
元
年
か
ら
大
正
三
年
、
大
正
三
年
か
ら
昭
和
三
五

年
の
人
口
増
加
の
比
較
は
、
前
者
の
増
加
の
異
常
を
示
す
。
こ
の
時
期

の
人
口
の
大
量
移
入
か
、
明
治
元
年
以
前
の
数
字
の
信
頼
度
の
低
さ
か
、

大
正
以
後
の
大
量
の
移
出
か
が
考
え
ら
れ
る
。
天
保
弘
祐
嘉
永
の
頃
め

一
一
戸
当
り
の
人
口
は
五
名
以
下
で
あ
旬
。
が
、
安
政
頃
よ
り
の
増
加
の

戸
当
り
の
人
口
は
十
名
を
越
え
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
ー
或
ぬ
カ
ト
リ
ッ



ク
の
こ
の
頃
よ
勺
の
転
入
を
考
え
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
新
村
の
人
口
、
キ
リ
シ
タ
ン
或
は
カ
ト
リ
ッ
ク
達
が
こ
こ
に
住
み
つ
い
た
時

期
は
正
確
に
は
明
か
で
な
い
。
最
も
旧
く
は
島
原
の
乱
の
頃
と
め
話
も
存
す
る
が
、
比
較
的
新
し
い
時
代
に
平
一
戸
里
崎
黒
島
な
ど
か
ら
来

た
と
す
る
の
が
最
も
真
実
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
安
政
頃
の
増
加
、
明
治
期
の
増
加
も
こ
れ
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

家
業
は
殆
ん
ど
が
農
或
は
農
漁
で
あ
る
。
漁
業
の
重
要
さ
は
本
村
で
最
も
強
ぐ
、
ニ
タ
松
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
本
村
に
は
専
漁
の
家
々
も

相
当
数
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
村
の
場
合
は
所
有
農
地
だ
け
か
ら
そ
の
豊
裕
度
は
出
て
来
な
い
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
次
に
、
部

落
別
所
有
農
地
の
平
均
比
較
を
な
し
て
お
く
。

M
部
落
の
農
地
所
有
一
円
数
六
七
一
戸
（
全
一
戸
数
一

O
二
戸
て
そ
の
平
均
（
六
七
戸
の
平
均
）

は
四
・
六
四
三
反
、

F
部
落
農
地
所
有
戸
数
五
五
一
戸
平
均
四
、
九
三
七
反
、

N
部
落
農
地
所
有
一
円
数
五
七
戸
平
均
四
、
八
八
九
反
（
F
N

農
地
所
有
一
戸
数
一
一
二
一
戸
、
新
村
全
一
戸
数
一
四
九
戸
）

で
あ
る
。
農
地
所
有
戸
の
中
所
有
農
地
三
反
以
下
の
も
の
は
、

M
三
五
・
八
%
、

N
三
六
・
八
%
、

F
二
四
川
初
で
あ
る
。
所
有
農
地
及
ぴ
甘
藷
、
麦
、
米
の
収
獲
量
は
表
2
の
如
く
で
あ
る
。
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甘藷収穫量（部落別比i絞） 変 l収穫量

単位匂）｜ニタ松仁！ρ本｜野 中 単位（ほ）｜ニタ松｜宮の本｜野 中

5000～ 7.2 % 1.4 、6。、 19.2 号も 2500～ 。 。 5.2 
4000～4999 1. 8 。 12.2 2000～2499 。 。 3.5 
3000～3999 5.4 2.9 22.8 1500～1999 。 。 1.7 
2000～2叩9 14.5 26.8 14.0 1000～1499 10.9 0.3 7 
1000～1999 30.9 40.2 21.0 500～999 43.6 40.3 42.1 
O～999 40 28.3 10.5 O～499 45.4 56.7 40.3 
N 55 67 57 N 55 67 57 

米の収穫所有戸数

単位制｜宮の本｜ニタ松｜野 中

1000～ 5芦 1芦 。
500～999 6声 1芦 1戸
1～499 19芦 3声 14芦

米収穫農地戸数所有／戸数i｜ 30/67 5/55 15/57 
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味
で
新
来
の
移
住
者
で
あ
る
。
物
質
的
豊
裕
度
も
相
当
に
異
る
。
現
在
も
本
村
の
人
々
は
強
い
優
越
感
を
持
っ
て
い
る
。

か
つ
て
新
村
の

人
々
は
鹿
同
様
に
見
倣
さ
れ
、
村
の
寄
合
い
な
ど
の
場
合
部
屋
の
外
に
立
た
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

な
お
、
現
在
、
島
で
は
自
家
発
電
を
行
い
、
電
気
は
午
後
六
時
か
ら
十
時
ま
で
つ
く
。
水
道
は
本
村
の
み
一
日
に
若
干
時
間
出
る
。
車

は
自
転
車
も
な
い
、
す
べ
て
の
品
物
は
本
村
の
港
か
ら
背
に
担
わ
れ
て
、
新
村
に
運
ば
れ
る
。

新
村
と
本
村
の
文
化
特
徴
の
対
比
、
両
地
域
の
大
々
の
人
格
特
性
の
比
較
に
際
し
、
こ
こ
に
述
べ
た
、
経
済
的
優
劣
、
交
通
の
便
不
便
、

家
屋
の
分
布
様
式
の
異
り
、
水
道
そ
の
他
の
使
不
便
、
農
耕
生
活
へ
の
依
存
度
の
異
り
、
優
越
感
と
劣
者
の
感
な
ど
の
諸
問
仰
の
件
。
円
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の

F
2
2
と
共
に
弘
司
ロ

m
g
w
な

F
2
2
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
、
新
村
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
活

新
村
は
、
教
会
を
中
心
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
部
落
で
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
の
人
々
が
日
曜
毎
に
集
う
教
会
は
生
活
と
価
値
の
中
心
で
あ

る
。
教
会
は
異
国
的
な
美
し
さ
を
た
た
え
て
い
る
。
外
形
と
共
に
内
部
も
整
っ
て
い
る
。
こ
の
部
落
の
ど
の
家
も
全
く
問
題
に
な
ら
な
い

美
し
さ
と
と
も
に
、
落
着
き
と
安
息
と
真
剣
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
の
人
々
の
究
極
の
価
値
と
生
命
の
希
望
の
存
す
る
処
で
あ
る
。

人
々
は
教
会
の
為
な
ら
、

ど
の
よ
う
な
事
で
も
す
る
。

日
曜
の
ミ
サ
に
は
、

一
番
（
午
後
六
時
よ
り
）
二
番
（
午
前
九
時
よ
り
）
を
合
せ
る
と
約
八
百
人
、
新
村
の
総
人
口
に
均
し
い
人
々
が
・

出
席
す
る
・
両
方
に
出
席
す
る
も
の
も
あ
る
。
日
曜
の
教
会
出
席
は
一

O
O
%
で
あ
る
。
細
い
山
道
を
人
々
は
灯
を
か
か
げ
て
島
の
端
々

か
ら
教
会
に
集
い
来
る
。
こ
の
日
曜
の
教
会
出
席
と
安
息
は
真
剣
さ
と
き
ぴ
し
さ
の
中
に
行
わ
れ
て
い
る
。
農
村
の
場
合
の
日
曜
の
安
息

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

五
七
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は
都
市
カ
ト
リ
ッ
ク
の
仕
事
休
み
の
日
の
安
息
と
異
っ
た
要
素
と
決
意
と
を
含
ん
で
い
る
。
毎
日
と
同
じ
田
畑
の
仕
事
を
、
自
ら
、
は
つ

き
り
と
主
の
目
安
息
日
と
し
て
休
む
の
で
あ
る
。

私
は
ど
ん
な
に
苦
し
い
仕
事
で
も
、

誰
れ
に
も
負
け
ず
に
や
っ
た
が
、
日
曜
だ
け
は
何
が
あ
っ
て
も
休
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
日
曜
だ
け
は
決
し
て
仕
事
は

し
ま
せ
ん
。

（

S
）
 

魚
の
群
な
ど
来
て
ど
ん
な
に
利
益
が
あ
っ
て
も
日
曜
は
休
み
ま
す
。

週
日
の
ミ
サ
出
席
者
も
、
毎
日
五
、
六
十
名
を
算
え
る
。
平
日
ミ
サ
に
い
つ
も
出
席
す
る
人
々
の
分
布
も
島
全
体
に
わ
た
る
。

家
々
に
は
家
庭
祭
壇
が
あ
る
。

「
コ
ウ
ダ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
座
敷
の
床
聞
に
当
る
処
に
、

マ
リ
ヤ
像
を
中
心
に
諸
聖
画
像
が
な

ら
べ
ら
れ
て
お
り
、
花
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
戸
の
な
い
押
入
れ
の
上
段
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
が
、
非
常
に
美
し
い
も
の
も
あ

る
。
又
新
村
の
家
は
貧
し
く
き
た
な
い
が
、
こ
の
家
々
の
カ
モ
イ
の
所
に
図
2
の
如
く
数
多
く
の
聖
人
画
像
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

上
述
の
諸
事
実
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
の
生
活
全
体
の
第
一
の
特
徴
は

の
家
庭
の
場
合
を
例
と
し
て
み
よ
う
。
午
前
六
時
、

一
家
が
番
台
の
前
に
集

図 2
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強
く
信
仰
的
な
も
の
で
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
一
日
を
S

ぃ
、
十
五
分
の
朝
の
祈
り
を
な
す
。

一
日
が
始
る
。
そ
の
後
大
人
は
仕
事
に

就
き
子
供
は
教
会
の
ミ
サ
に
行
く
。
昼
の
祈
り
、
毎
食
前
後
の
祈
り
が
な
さ
れ
る
。

一
同
で
の
夕
の
祈
り
の
後
眠
り
に
つ
く
。

一
日
は
折

り
に
始
り
祈
り
に
終
る
。
ヵ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
全
生
活
を
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。
生
活
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
に
在
る
。
そ
の
二
女
は
修
道
院

に
入
り
、
三
女
も
こ
れ
を
待
ち
希
ん
で
い
る
。



こ
の
人
々
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
そ
の
ま
ま
に
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
行
わ
れ
て
い
る
。
宗
教
的
な
も
の
は
、
最
も
基
本
的
な
も
の
、

す
べ
て
の
生
活
局
面
の
根
底
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
的
価
値
は
最
高
の
価
値
で
あ
る
。
迫
害
に
際
し
た
場
合
、
死
を
選
ん
で
も

守
ら
れ
る
信
仰
で
あ
る
。

乙
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
地
に
つ
い
た
信
仰
で
す
。
迫
害
が
来
た
場
合
、
死
を
選
ん
で
も
守
り
通
す
こ
と
は
確
言
出
来
ま
す
。

六
年
生
の
頃
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
攻
め
が
来
た
ら
死
ね
る
覚
悟
は
出
来
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
生
命
が
あ
ぶ
な
い
と
医
者
に
言
わ
れ
で
も
乙
乙
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
決
し
て
子
供
を
堕
し
ま
せ
ん
。

宗
教
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の
上
下
に
つ
い
て
の
聞
に
宗
教
の
上
位
が
即
座
に
答
え
ら
れ
る
信
仰
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
候
補

者
へ
の
投
票
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
信
仰
で
あ
る
。

ど
ん
な
に
儲
か
る
乙
と
が
あ
っ
て
も
日
曜
に
は
仕
事
を
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
宗
教
が
上
位
で
す
。

心
が
教
会
生
活
に
向
く
と
き
ち
ん
と
し
た
態
度
が
で
る
の
に
、
一
方
学
校
生
活
、
社
会
生
活
に
む
い
た
ら
ど
う
し
℃
乙
う
だ
ら
し
な
い
の
か
。

（
教
員
）

こ
の
全
体
の
雰
囲
気
が
厳
格
な
宗
教
教
育
を
新
し
い
世
代
に
輿
え
る
。
子
供
達
は
学
年
別
に
公
数
要
理
の
日
が
き
ま
っ
て
お
り
教
会
に

行
く
。
こ
の
時
間
を
子
供
達
は
休
ま
な
い
。
両
親
達
も
こ
れ
を
学
校
よ
り
透
が
に
大
切
な
も
の
と
確
信
し
て
い
る
故
、
そ
の
欠
席
は
学
校

の
場
合
よ
り
強
く
叱
責
す
る
。
学
校
と
教
会
行
事
が
重
な
る
場
合
、
学
校
は
、
勿
論
ニ
義
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
子
供
達
に
と
り
教
会
に

来
て
な
ら
ぬ
と
叱
ら
れ
る
こ
と
は
最
大
の
罰
を
意
味
す
る
。

教
会
の
こ
と
と
重
な
る
と
学
校
の
当
番
な
ど
し
な
い
。

修
学
旅
行
な
ど
も
教
会
行
事
と
重
な
れ
ば
実
施
困
難
と
な
る
。
本
年
度
の
旅
行
で
も
乙
れ
が
大
問
題
で
あ
っ
た
。

学
校
で
叱
ら
れ
で
も
大
し
て
感
じ
な
い
子
が
、
神
父
様
に
話
し
た
か
と
い
わ
れ
る
と
一
瞬
に
し
て
態
度
が
変
る
。

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

五
九
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こ
の
よ
う
な
馬
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
活
の
基
本
的
特
徴
以
外
に
、
更
に
、
考
察
す
べ
き
多
く
の
局
面
が
存
す
る
が
、
本
論
文
で
は
河
巳
芯
’

国巴

p
gミ
凝
集
理
論
に
関
係
す
る
二
、
三
の
事
実
の
観
察
と
分
析
に
の
み
叙
述
を
限
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
知
と
カ
ト
リ
ッ
ク
的
行
為
様
式

こ
こ
の
信
何
は
根
深
く
強
い
。
烈
し
い
底
力
を
た
た
え
て
人
々
の
全
生
活
を
強
く
支
配
し
て
い
る
。

し
か
し
、
思
想
的
知
的
面
に
余
り

重
点
を
置
い
て
い
な
い
。

そ
の
代
表
的
信
者
達
、
死
に
面
し
て
信
何
を
守
り
、
き
び
し
い
行
動
様
式
を
も
っ
人
々
も
知
的
思
掴
的
局
面
へ

の
注
視
は
弱
い
。
思
想
的
熟
慮
や
思
考
に
基
い
て
行
為
が
発
す
る
傾
向
は
弱
い
。
こ
こ
の
人
々
は
、
思
祖
面
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
複
雑
な

註

5

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
、
聖
母
の
騎
士
な
ど
カ
ト
リ
ッ
ク

も
の
を
持
つ
て
は
い
な
い
。
読
書
力
も
弱
く
、
審
物
を
読
む
こ
と
も
殆
ん
ど
な
い
。

系
出
版
物
も
今
は
殆
ん
ど
が
読
ん
で
い
な
い
。
毎
日
夜
明
け
と
と
も
に
田
畑
に
出
、
夕
暮
と
と
も
に
帰
り
、
労
働
に
疲
れ
果
て
て
眠
る
農

村
の
生
活
の
中
で
、
読
書
は
困
難
で
も
あ
る
。
文
字
は
彼
等
に
臆
く
う
な
も
の
故
、
教
会
も
掲
示
板
を
用
い
て
い
な
い
、
農
耕
生
活
の
中

で
の
キ
リ
ス
ト
教
で
知
的
要
素
が
高
く
評
価
さ
れ
得
な
い
の
は
当
然
で
も
あ
る
。

教
理
の
こ
と
は
、
公
教
要
理
を
学
び
、
初
聖
体
、
堅
信
の
為
に
勉
強
し
、
神
父
様
や
伝
道
師
に
理
解
さ
せ
て
い
た
だ
く
故
、

し
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
イ
エ
ス
様
が
何
時
生
れ
、
何
日
が
何
の
祝
い
日
か
知
っ
て
い
る
か
ら
、

父
母
が
教
え
な
く
て
も
よ
い

司
祭
か
伝
道
師
に
な
る
の
で
な
け
れ
ば
生
活
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
は
な
い
。

乙
う
だ
か
ら
乙
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
進
み
方
を
し
な
い
。
た
だ
こ
う
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
都
市
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
、
何
故
か
を
知
ら
な
い
と
動
け
な
い
が
、
こ
こ
の
場
合
、

ζ

の
よ
う
な
意
識
的
芯
も
の
か
ら
の
出
発

そ
乙
に
は
信
仰
の
厚
み
が
な
い
。
意
識
的
な
も
の
カ
あ
る
限
り
人
間
的
な
も
の
で

都
市
カ
ト
リ
ッ
ク
と
比
較
し
て
、
こ
乙
の
人
々
は
、

は
う
す
い
。
都
市
の
場
合
、
意
識
面
の
問
題
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。



あ
る
。
人
間
的
な
も
の
が
出
発
点
に
な
る
。
都
市
の
人
は
熱
心
で
外
面
的
に
非
常
に
活
灘
に
動
く
が
、
自
己
の
動
機
と
合
わ
ぬ
乙
と
に
出
合
う
と
信
仰
ま

で
全
部
崩
れ
た
り
す
る
。
乙
乙
の
信
仰
は
そ
ん
な
表
面
的
な
も
の
で
な
い
。
信
仰
が
厚
み
と
深
さ
と
を
持
っ
て
い
る
。

強
く
言
う
と
、
都
市
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
は
知
的
な
楽
し
み
に
渇
き
な
い
。
信
仰
と
は
言
え
な
い
。
人
間
的
な
務
付
き
に
資
す
る
だ
け
で
あ
る
。
教
養

知
的
な
も
の
は
人
間
的
価
値
し
か
持
た
な
い
の
で
、
乙
乙
の
人
々
に
は
不
要
で
あ
る
。
原
子
理
論
を
知
ら

程
度
の
も
の
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
過
ぎ
な
い
。

な
く
て
も
気
に
し
な
い
の
と
同
じ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
知
的
要
素
、
被
造
物
で
あ
る
人
聞
の
側
の
思
考
へ
の
注
視
が
弱
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
へ
の
反
援
さ
え
ひ
そ
ん
で
い
る
。

九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
系
カ
ト
リ
ッ
ク
、
祖
先
伝
来
の
信
者
逮
は
自
ら
を
旧
信
者
と
略
ぷ
。
強
い
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
人
司
教
の
全
部
が
そ
の
出
身
で
あ
る
。
彼
等
は
自
ら
の
信
仰
を
血
の
中
か
ら
の
信
仰
と
は
っ
・
き
り
意
識
し
て
い
る
。

者
を
新
信
者
と
呼
ぶ
。
何
代
目
の
信
者
で
も
同
じ
で
あ
る
。
乙
の
新
信
者
は
理
知
か
ら
の
傾
向
が
強
い
。

援
は
強
い
。
旧
信
者
は
理
知
的
な
も
の
を
軽
視
し
さ
え
す
る
。
彼
等
に
迷
い
は
な
い
。

現
在
の
日
本
人
神
父
の
泊
%
、

乙
れ
に
対
し
て
、
他
地
域
の
信

乙
れ
に
対
し
旧
信
者
に
は
人
間
的
な
知
へ
の
反

こ
の
旧
信
者
全
体
の
傾
向
は
こ
こ
に
も
色
濃
く
存
し
て
い
る
。
知
的
な
も
の
が
問
題
に
さ
れ
ず
、
実
践
的
な
方
向
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
生

活
様
式
の
局
面
の
み
が
大
き
く
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
乙
こ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
思
考
の
骨
格
が
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
概
念
化
さ
れ
て
論
じ

ら
れ
な
い
こ
と
は
寄
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
は
し
な
い
。
知
的
概
念
的
に
精
績
な
形
を
な
し
て
い
な
く
て
も
、
彼
等
に
は
噛
砕
か
れ
た
カ

ト
リ
ッ
ク
的
心
情
が
あ
る
。

そ
の
姿
を
観
察
す
る

zeM
と
し
て
、
自
然
の
被
造
物
感
、
終
末
論
的
時
間
把
握
を
用
い
る
。

こ
れ
ら
は
日
本
在
来
の
事
物
把
握
様

式
に
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
し
か
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
思
考
の
中
核
的
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

占，、
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，
自
然
の
被
造
物
感
は
、
こ
こ
の
場
合
、

T
A
T
テ
ス
ト
へ
の
反
応
で
、
神
父
牧
師
の
反
応
の
如
く
、
直
ち
に
直
接
的
な
形
で
は
出
て
は

来
な
い
が
、
質
問
段
階
で
捉
え
ら
れ
得
る
形
を
示
し
て
い
る
。

自
然
の
写
真
を
み
て
そ
の
よ
う
な
感
じ
は
し
な
い
が
、
自
然
を
天
主
様
が
創
ら
れ
た
こ
と
は
信
じ
て
い
ま
す
。

（

S
、T
そ
の
他
）

第
二
の
終
末
論
的
思
考
様
式
も
キ
リ
ス
ト
教
的
思
考
の
中
核
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
に
と
り
比
較
的
受
容
困
難
な
局
面

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
こ
の
把
握
様
式
が
生
き
生
き
し
た
力
を
持
っ
て
帯
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
事
件
の
中
に
も
観
察
さ
れ
う

る

二
年
程
前
、
世
の
終
り
に
つ
い
て
の
話
し
、
ゃ
み
が
来
る
と
の
話
し
が
流
れ
、

そ
れ
が
殆
ん
ど
の
人
々
に
受
入
れ
ら
れ
た
。
ヤ
ミ
が
来
た
折
り
に
は
聖

別
さ
れ
た
蝋
燭
以
外
使
用
出
来
な
い
と
の
乙
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
蝋
燭
を
多
く
買
い
込
ん
だ
人
も
あ
り
、
仕
事
を
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
人
も

あ
っ
た
。

こ
の
場
合
、
勿
論
誤
っ
た
形
の
終
末
論
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
他
の
地
域
で
こ
れ
程
素
直
に
終
末
論
的

思
考
が
集
団
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
う
る
処
は
な
い
。
こ
の
事
件
は
終
末
論
的
思
考
様
式
が
活
力
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
の
人
々
と
話
し
て
い
る
と
、
私
も
驚
か
さ
れ
る
よ
う
な
深
い
こ
と
を
ず
ば
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（神父）

概
念
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
心
情
の
中
核
的
な
も
の
は
生
き
生
き
と
し
た
力
を
も
っ
て
、
こ
の
人
々
に
寄
し
て
い
る

ら
し
い
こ
と
が
、
こ
の
二
つ
の

宮
内
凶
誌
を
通
し
て
も
観
察
さ
れ
う
る
。

処
で
、
今
塩
述
べ
て
来
た
よ
う
な
知
的
、
概
念
化
的
局
面
の
軽
視
の
反
面
、
実
践
的
局
面
で
の
態
度
は
き
び
し
い
、
個
々
の
行
動
場
面



で
の
行
動
様
式
は
、
具
体
的
な
形
で
は
っ
き
り
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
履
行
に
際
し
迷
い
、
疑
い
、
法
巡
は
な
い
。

も
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
実
践
面
で
の
規
定
の
確
信
と
そ
の
徹
底
的
履
行
の
姿
は
、
日
曜
礼
拝
と
安
息
日
を
守
る
姿
、
婚
姻
及
ぴ
家
族
の
姿
な
ど
に

日
曜
礼
拝
出
席
率
は
一
O
O
%
に
近
い

ツ
ク
と
異
る
。

都
会
の
人
達
と
私
達
と
は
意
気
込
が
違
う
。

ζ

乙
で
は
、

あ
な
た
は
身
体
が
悪
い
か
ら

来
る
な
と
い
は
ね
ば
ら
な
い
。
（
神
父
）

婚
掴
は
勿
論
殆
ん
ど
総
て
が
カ
ト
リ
ッ

ク
聞
の
何
回
品
。
ぬ

mBM『
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
子
供
の
数
の
局
面
で
取
扱
っ
て
み

る
先
ず
、
使
郵
局
所
有
の
昭
和
三
十
一
年

の
も名

簿

のよ
明り
治
、部
大落
正別
生子
れ註供
別6 数
にを
比
較戸

主
（
父
）

し
て
み
る
。

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

（
ス
パ
ー
に
よ
る
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
の
調
査
結
果
は
七
六
%
）
。

そ
の
心
組
み
も
都
市
カ
ト
リ

都
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
教
会
に
出
る
と
そ
れ
で
も
う
役
目
が
す
ん
だ
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
る
。

｝
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馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

六
回

多
い
姿
が
、
平
均
七
・
七
六
人
、

七

;I酢［許｜

3 

2 

1 

次
に
、
更
に
、
時
期
的
に
は
少
し
前
で

あ
る
鎮
西
町
役
場
所
有
の
最
終
旧
一
戸
籍
簿

n
a
噌

A

の
zu

。o
n
L

。，“

4 

に
よ
り
、
戸
主
の
明
治
、
大
正
生
れ
別
比

較
を
な
す
。

馬
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
の
子
供
数
の
極
端
に

九
人
、
六
・
六
三
人
と
い
う
姿
に
、
九
人

以
上
の
も
の
三
七
%
、
三
八
・
六
%
二
七
・
七
%
と
い
う
姿
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻
に
対
す
る
考
え
方
の
誠
実
な
徹

”nn
’
 

底
的
履
行
の
姿
の
一
面
が
観
察
さ
れ
る
。
日
本
の
都
市
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
こ
の
よ
う
な
姿
は
み
ら
れ
な
い
α

吉
伸
。
吋
自
由
同
門
宙
開
。
が
半
分

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
問
題
外
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
、
行
動
様
式
の
規
定
は
比
較
的
抽
象
度
高
〈
捉
え
ら
れ
、
そ
の
市
民
生
活
の

諸
制
約
は
行
動
の
型
の
厳
格
な
履
行
を
無
意
識
の
中
に
不
可
能
に
し
て
い
る
。
具
体
的
行
動
様
式
は
す
べ
て
の
生
活
局
面
で
、
こ
こ
の
よ

う
な
厳
格
さ
で
は
履
行
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
子
供
数
に
関
す
る
結
果
は
性
的
万
向
か
ら
も
解
釈
さ
れ
う
る
の
で
、
性
的
局
面
に
も
目
を
移
し
て
み
る
。
こ
こ
の
カ
ト

ワ
ッ
ク
は
性
的
な
問
題
に
つ
い
て
非
常
に
厳
格
で
あ
り
、
き
び
し
い
。
性
に
関
す
る
罪
は
特
に
大
き
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

新
村
と
本
村
の
人
々
が
一
緒
で
本
村
の
者
が
性
的
な
悪
ふ
ざ
け
な
ど
し
て
も
新
村
の
も
の
は
関
心
を
さ
え
示
さ
な
い
。

辺
地
で
、
乙
の
よ
う
に
性
的
な
事
件
の
少
い
処
は
珍
ら
し
い
。

（

K
）
 



私
は
多
く
の
戦
い
で
死
者
を
無
数
に
見
て
、
強
く
感
じ
た
乙
と
が
あ
る
。
肉
体
的
、
性
的
な
こ
と
な
ど
で
い
た
ず
ら
し
た
人
の
死
に
ぎ
ま
は
と
て
も
悲

惨
で
す
。
こ
の
こ
と
は
何
千
も
の
人
を
見
て
い
る
の
で
は
っ
き
り
言
え
ま
す
。

（

S
）
 

こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
考
え
る
と
、
こ
の
子
供
数
の
結
果
は
、
行
動
様
式
の
徹
底
的
履
行
の
万
向
で
捉
え
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ

る
同
じ
姿
は
罪
の
捉
え
万
な
ど
で
も
み
ら
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
的
思
考
に
と
り
、
罪
の
観
念
は
中
心
的
問
題
で
あ
る
。
文
非
常
に
抽
象
度

の
高
い
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
は
告
解
の
問
題
も
あ
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
よ
り
具
体
的
把
握
様
式
が
強
い
が
、

こ
こ
で
は
、
都
市
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
さ
ら
に
具
体
的
傾
向
が
強
い
。
罪
一
般
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
は
比
較
的
弱
く
、
具
体
的
な
個
々
の

ケ
ー
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

罪
の
種
類
も
多
い
の
で

以
上
の
よ
う
な
、
馬
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
特
徴
、
具
体
問
行
動
場
面
で
の
規
定
履
行
の
徹
底
的
厳
格
さ
は
、
大
地
と
神
の
み
を
相
手
と

す
る
農
耕
生
活
、
朝
に
畑
に
出
夕
に
帰
る
生
活
、
部
落
全
員
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
生
活
の
中
で
許
さ
れ
、
又
強
佑
さ
れ
る
処
で
あ
り
、

そ
の
思
考
形
式
の
抽
象
度
の
低
さ
も
こ
の
具
体
性
と
関
係
し
て
い
る
。
知
的
抽
象
的
方
向
へ
の
注
視
の
弱
さ
は
農
耕
生
活
の
中
で
は
無
理

の
な
い
処
で
も
あ
る
。

こ
の
諸
特
徴
は
、
日
本
の
場
合
、
農
村
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
、
隊
島
と
い
う
社
会
的
文
佑
的
条
件
と
の
関
連
に
於
い
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
が
市
民
社
会
に
立
つ
場
合
と
、
農
村
に
、

し
か
も
集
団
的
に
、
立
つ
場
合
に
生
じ
て
来
る
異
り
と
考
え
ら
れ

る
局
面
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

次
に
、

宗
教
的
知
と
一
般
的
学
習
知
の
方
向
性
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

私
の
阿
川
旦
向
。
ロ
m
－sooミ
に
関
連
す
る
問
題
で
あ

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

六
五



馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

六
六

る
。
宗
教
現
象
が
知
的
な
も
の
と
強
く
関
係
し
て
い
る
な
ら
ば
、
課
外
に
公
教
要
理
の
時
間
を
持
ち
、
堅
信
に
際
し
て
公
教
要
理
を
覚
え

半
込
む
生
徒
達
は
、
他
の
諸
条
件
が
不
利
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
村
の
子
供
達
と
同
等
程
度
、
或
は
以
上
で
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
全
く
便
宜
的
な
一
方
法
と
し
て
、
中
学
生
の
学
業
成
績
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

学
科
評
点
は
、
科
学
者
で
な
い
人
が
科
学
的
と
い
え
ぬ
方
法
で
取
り
出
し
た
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、

一
年
間
に
わ
た
る
教
員
の
評
定

一
学
級
内
の
ニ
群
の
対
比
に
際
し
、
一
、
ニ
回
の
精
密
テ
ス
ト
以
上
の
確
度
を
含
ん
で
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
中
一
、
中
二
を
取
扱
っ
た
の
は
、
堅
信
の
時
期
故
、
公
教
要
理
を
非
常
に
勉
強
し
、
信
何
的
に
、
一
つ
の
ピ

l
ク
に
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
太
刀
洗
今
村
の
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
も
同
学
年
を
対
比
の
為
に
取
り
上
げ
て
み
た
。
表
5
は
学
級
毎
の
カ
ト
リ
ッ
ク
非

l土一
カ
ト
リ
ッ
ク
生
徒
の
学
科
成
績
の
比
較
表
で
あ
る
。

表一
6
片
、
学
級
毎
の
各
学
科
に
つ
い
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
平
均
値
に
つ
き
、

い
づ
れ
が
ど
れ
だ
け
多
い
か
を
示
し
て
い

る

ハ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
低
い
こ
・
と
を
、
〉
は
こ
の
逆
を
示
し
、
下
の
数
字
は
両
者
の
平
均
値
の
差
を
示
す
。
全
学
級
を
通
じ
て
の
学
科

別
の
差
の
総
計
は
学
級
に
よ
り
評
定
規
準
が
異
る
の
で
余
り
意
味
を
持
た
な
い
が
、
傾
向
性
を
示
す
意
味
で
附
記
し
た
。
な
お
、

N
は
平

場
値
を
出
し
た
各
組
の
生
徒
数
を
示
し
て
い
る
。

。表
6
に
よ
る
と
カ
ト
リ
ッ
ク
は
学
課
成
績
が
非
カ
ト
リ
ッ
ク
に
比
し
相
当
悪
い
。
五
段
階
の
現
在
の
評
点
法
で
こ
の
よ
う
な
平
均
値
の

註
9

差
の
出
る
こ
ど
怯
、
比
較
的
大
き
な
差
の
存
在
を
示
す
。
逆
に
カ
ト
リ
ギ
グ
が
高
い
場
合
、
統
計
的
に
有
意
の
差
は
殆
ん
ど
な
い
。
数
学

は
全
学
級
を
通
じ
ガ
ト
リ
ッ
ク
が
低
い
。
総
計
で
も
数
学
理
科
の
低
さ
が
観
察
さ
れ
る
。
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馬渡島集団カトリックの研究

カ平トリッ均ク 2.8 3.2 3 3.2 5 
4 一年 非カトリック 3.103 3.03 2.93 3 2.96 3.13 29 
平均

一一
組 二年

カ平トリ均ック 3. 6 3. 4 2. 6 3. 2 3 3. 2 3. 2 2. 8 3.6 5 

非カトリック 3. 0312. 93 3. 06J3-13i3" 13i3" 2413. 1013 3.13 29 
平均

4 平均 3 2. 7S: 3. 25 3 3 3. 25 . 25 3 

手ド平カトリ均ック 3. 293. 22 3. 253.183. 253.14 .183.18 27 

一
カ平トリッ均ク 3. 253. 25 2. 752. 753. 5 3 3. 2y  5 4 
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こ
の
よ
う
な
学
科
評
点
の
低
さ
が
何
に
原
因
す
る
の
か
を
考
え
て
行
く
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
員
A
は
い
う
。

信
者
の
子
は
何
故
知
能
的
に
劣
る
の
か
。
小
学
一
、
二
年
生
で
本
村
田
点
、
新
村
叩
点
と
い
う
姿
は
何
故
お
乙
る
の
か
。

経
済
的
に
新
村
が
非
常
に
貧

し
い
乙
と
を
考
慮
し
て
も
、
母
親
達
が
も
少
し
心
づ
か
い
し
て
く
れ
た
ら
と
思
う
。
服
の
ボ
タ
ン
が
と
れ
て
い
て
も
つ
け
て
や
ら
な
い
。

何
故
つ
け
て
や

ら
ぬ
の
か
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
き
た
な
く
し
て
お
く
の
か
。
ど
う
し
て
勉
強
さ
せ
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
信
者
の
く
せ
に
と
思
う
。
母
の
務
め
が
わ
か

り
そ
う
な
も
の
に
と
思
う
。
公
教
要
理
を
覚
え
る
の
に
、
何
故
学
校
の
勉
強
を
し
な
い
の
か
。
公
教
要
濯
を
や
れ
ば
学
習
も
よ
く
な
る
は
づ
と
い
う
が
、

結
果
的
に
は
悪
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

新
村
の
貧
困
は
本
村
に
比
し
て
き
び
し
い
。
子
供
の
多
さ
は
貧
し
さ
を
よ
り
は
げ
し
く
し
て
い
る
。
家
々
は
ひ
ど
い
。
自
宅
で
の
勉
強

の
場
所
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
苦
し
さ
は
こ
の
姿
を
来
た
す
一
原
因
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
本
村
の
村
落
形
態
、
交
通
、
水
道
、

商
店
な
ど
の
生
活
の
便
利
、
そ
の
他
種
々
の
優
位
も
こ
の
原
因
で
あ
る
。
諸
条
件
は
本
村
の
万
が
よ
く
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
て
は
い
る
。

し
か
し
、
小
学
二
年
の
頃
よ
り
課
外
に
公
教
要
理
の
時
聞
が
あ
り
、
堅
信
の
為
め
公
教
要
理
を
全
部
覚
え
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
宗

教
が
知
と
強
く
関
係
す
る
な
ら
、
又
宗
教
的
知
と
一
般
学
習
知
と
が
転
移
し
得
る
な
ら
、
新
村
の
子
が
先
述
の
如
き
姿
で
劣
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
哲
学
年
報
二
三
で
主
張
し
た
如
き
知
の
方
向
性
の
異
り
が
、
こ
こ
に
も
、

み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。こ

の
問
題
を
中
二
、
中
三
の
生
徒
の
作
文
「
私
の
希
望
」
及
び
昨

8
〉
曲
目

o
a
E
－g
結
果
を
通
し
て
考
え
て
み
る
。

作
文
「
私
の
希
望
」
の
中
心
テ

l
マ
と
し
て
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
は
「
学
校
や
島
を
美
し
く
す
る
為
の
具
体
的
方
法
」

「
学
級
内
の
選
挙

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

ノ、

九
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に
つ
い
て
」

「
進
学
の
件
」
な
ど
、
自
己
の
外
の
具
体
的
問
題
を
多
く
取
扱
っ
て
い
る
。
他
地
域
の
周
年
令
の
生
徒
の
作
文
に
も
見
ら
れ

る
処
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
生
徒
の
場
合
、
用
語
や
叙
述
は
充
分
で
は
な
い
が
、
人
間
と
し
て
の
全
般
的
問
題
、
自
己
の
内
側
に

向
け
ら
れ
た
問
題
を
、
中
心
テ

l
マ
と
し
て
描
い
て
い
る
も
の
が
多
い
。

「
私
は
今
考
え
る
と
、
大
変
心
が
き
た
な
い
。
も
っ
と
心
の
よ
い
人
間
に
な
り
た
い
と
思
う
。
－
U

：
：
何
故
人
閥
な
ん
て
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
し

ら
り
何
故
年
を
と
る
の
か
し
ら
？
私
は
死
ぬ
こ
と
が
一
番
心
に
現
れ
て
い
る
。
何
故
人
間
な
ん
て
こ
ん
な
に
弱
い
の
だ
ろ
う
：
：
：
」
。
父
所
有
農
地
一
町
三

段
、
学
課
評
点
4
が
3
、
3
が
5
、

2
が
l

「
立
派
な
成
人
に
な
っ
て
い
く
の
が
一
つ
の
楽
し
み
：
：
：
年
を
と
っ
て
死
が
近
ま
っ
て
一
生
を
終
え
る
。
私
は
年
を
と
っ
て
死
ぬ
の
が
大
嫌
い
。
死
な
な

い
薬
が
あ
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
乙
の
世
に
生
き
て
い
た
い
の
が
希
望
：
：
：
私
の
よ
う
な
心
の
ま
ず
い
人
は
、
皆
か
ら
馬
鹿
に
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

け
れ
ど
も
私
は
決
し
て
つ
ま
づ
か
な
い
。
心
の
清
い
親
切
な
正
し
い
か
げ
日
向
の
な
い
美
し
い
も
の
に
な
り
た
い
」
。
父
所
有
農
地
一
段
七
畝
、
成
績
は
よ

く
な
い
。

「
早
く
卒
業
し
て
お
姉
さ
ま
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
修
道
院
に
入
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
修
道
生
活
に
入
る
為
に
は
、
先
。
つ
よ
く
準
備
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
私
の
よ
う
な
性
質
か
ら
早
く
抜
け
出
て
、
キ
リ
ス
ト
の
道
を
完
全
に
わ
き
ま
え
て
召
出
を
祈
り
求
め
て
お
り
ま
す
O
i
－
－
－
乙
れ
を
読
む

先
生
方
は
な
ー
ん
だ
と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
う
思
っ
て
い
ま
す
」
。
父
所
有
農
地
五
段
七
畝
、
学
科
評
点
4
が
6
、
3
が
3

中
二
、
中
三
の
生
徒
の
作
文
「
私
の
希
望
」
に
、
死
の
問
題
な
ど
の
入
り
来
る
こ
と
は
普
通
の
場
合
に
は
な
い
。
そ
れ
は
充
分
に
理
解

さ
れ
て
い
ず
、
又
適
応
さ
れ
て
い
V

な
い
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
自
己
の
外
に
よ
り
も
内
に
、
又

人
聞
の
基
本
的
問
題
に
注
意
の
方
向
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
内
向
的
傾
向
、
自
己
対
象
化
性
の
強
花
、

い
の
ち
の



味
づ
け
へ
の
真
面
目
な
態
度
な
ど
が
強
〈
観
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
文
の
中
心
テ
l
マ
の
異
り
は
、
カ
ト
nv
ッ
タ
の
生
徒
違
の
知
の
方
向
性
の
異
り
を
示
し
て
い
る
。
宗
教
的
知
は
、
こ
の

よ
う
な
方
向
に
強
く
む
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
剛

5
0
h
F
E
R
s
t
oロ
で
も
若
干
観
察
さ
れ
う
る
。
こ
の
知
の
方
向
は
人
生
の
苦
悩

か
ら
の
離
脱
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
宗
教
現
象
の
片

E
m可
己
目
。
ロ
宮
口

R
包
吉
田
件
目
。

E
S
R
E
H岡
山
田
自
と
強
く
か
か
わ
る
知
で
あ
る

こ
と
は
、
さ
き
の
死
の
現
れ
の
多
さ
な
ど
に
も
観
察
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
方
向
の
体
系
的
知
の
深
ま
り
は
、
学
課
評
定
に

現
れ
る
も
の
と
は
異
っ
た
方
向
の
も
の
で
あ
り
、
学
課
評
点
に
は
転
移
し
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
う
る
。

こ
の
よ
う
な
宗
教
的
知
の
方
向
性
の
異
り
が
、
他
の
マ
イ
ナ
ス
の
諸
条
件
と
共
に
働
き
、
新
村
の
生
徒
の
学
科
評
点
の
比
較
的
な
意
味

で
の

（
本
村
と
の
対
比
に
於
い
て
の
）
低
さ
を
だ
き
し
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
知
の
方
向
性
の
異
な
り
は
、
他
方
向
に
働
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
他
方
向
の
知
を
む
し
ろ
弱
め
る
傾
向
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
が
数
学
及
ぴ
理
科
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
低
さ
を
現
わ
さ
し
め
て
い
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
凝
集
理
論
の
局
面
か
ら
の
観
察
と
分
析

先
ず
、
二
つ
の
調
査
結
果
を
取
ム
げ
て
み
る
。

そ
の
第
一
は
、
馬
渡
中
学
二
、
三
年
の
ク
ラ
ス
内
で
の
コ
ミ
ュ

l
ニ
ク

l
シ
ョ
ン
の
状
態
に
関
す
る
一
つ
の
簡
単
な
実
験
的
研
究
で
浄

る。
具
体
的
方
法
は
次
の
知
く
で
あ
る
。
生
徒
各
自
に
四
枚
の
紙
片
を
配
布
し
、
先
ず
全
部
に
名
を
書
か
せ
た
。
そ
れ
を
裏
返
し
て
四
枚
重
．

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

七



馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

ね
る
。
そ
こ
で
二
枚
目
に
学
級
内
で
い
つ
も
遊
ん
で
い
る
人
二
名
の
名
を
書
か
せ
、
そ
れ
を
め
く
る
。
二
枚
目
に
気
の
合
わ
な
い
人
を
、

七

三
枚
目
に
困
っ
た
時
相
談
し
た
い
人
を
、
四
枚
目
に
立
派
だ
と
思
う
人
を
、
各
二
名
づ
っ
書
か
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
級
内
で
の
コ
ミ
ニ

註
叩

ユ
ケ

l
シ
ョ
ン
の
簡
単
な
状
況
調
査
を
な
そ
う
と
し
た
。
調
査
結
果
で
、
同
一
学
級
内
の
男
子
、
女
子
は
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
た
の
で
、

往
日

整
理
に
際
し
こ
れ
を
分
け
て
取
扱
っ
た
。
こ
こ
で
は
新
村
本
村
の
生
徒
を
共
に
相
当
数
含
ん
で
い
る
3
A
、
2
A
、
2
B
の
男
子
の
場
合

を
み
る
。
な
お
、
困
っ
た
時
に
相
談
し
た
い
人
、
立
派
な
人
へ
の
反
応
で
は
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
的
優
位
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
劣
位
の

7 

iカトリックがカト｜カトリック的
クラス リックといつも遊 トリックといつも

ぶとした（%） 遊Jおとした（%）

3 A 男 75% 25% 

2 A 男 91% 9% 

2 B男 91% 9% 

｜非カトリックが非！非カトリックがカト
クラス カトリックといつリックといつげも遊ぶ

も遊ぶとした ものとしてあた

3 A 男 78% 22% 

2 A 男 100% 0% 

61% 49% 

表

感
が
取
り
出
さ
れ
る
が
、
比
較
的
特
定
個
人
に
集
中
し
、
結
果
が
ゆ
が
ん
で
い
る
の
で

」
こ
で
は
省
略
す
る
。

四
つ
の
中
、

い
つ
も
遊
ん
で
い
る
も
の
へ
の
反
応
は
、
特
定
個
人
に
集
中
す
る
傾
向

も
少
く
現
実
の
姿
が
比
較
的
よ
く
出
た
問
題
場
面
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が

註ロ

カ
ト
リ
ッ
ク
と
非
カ
ト
リ
ッ
ク
が
非
カ
ト
リ
ッ
ク
と
交
る
姿
が
、
相
当
は
げ
し
く
現
れ

て
い
る
。

こ
の
結
巣
は
学
級
内
の
交
り
に
宗
教
に
基
く
可
成
り
の
か
た
よ
り
の
寄
在
を
示
し
て

、’E
O

L
V
M
4
4
 

し
か
し
、
こ
の
姿
は
住
居
の
地
理
的
距
離
の
近
さ
か
ら
も
結
果
す
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、

一
、
ニ
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
お
く
。



柱
認

図
3
は
中
三
と
も
な
る
と
交
友
関
係
は
家
庭
の
地
理
的
距
離
に
よ
り
強

く
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
如
き
若
干
の
分
析
そ
の
他
に
も
と
づ
い
て
、
私
は
こ
の
よ
う
な

結
果
を
来
た
す
重
要

F
2
2
と
し
て
宗
教
現
象
の
凝
集
機
能
を
考
え
て

、，、，。
L
・4次

に
、
第
二
の
問
題
場
面
と
し
て
、
社
会
階
層
と
信
仰
強
度
を
め
ぐ
る

局
面
を
観
察
す
る
。

先
ず
信
仰
強
度
の
評
定
か
ら
始
め
る
。

人
々
が
－
様
に
比
較
的
強
い
信
仰
を
持
ち
、
日
曜
礼
拝
に
皆
が
出
席
す

る
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
信
仰
強
度
の
評
定
は
、
比
較
的
む
つ
か
し
い

が
、
四
つ
の
評
定
に
よ
り
信
仰
強
の
人
々
を
、
一
戸
主
表
の
中
か
ら
、
取
り

だ
し
て
み
た
。

評
定
者
A
に
よ
る
信
仰
強
者
群

市

治

松

直

清

甚

千太郎

ミ

治

ノ

治

助

蔵

一

治

援

タ

高

サ

哲

民

平

直

義

治

山

山

山

山

山

野

永

口

島

牧

牧

牧

牧

牧

高

富

山

北

山

山

山

牧

牧

牧

提

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

図3 

七

1組の3人（いつも遊んでいるもの）を同番号で現す。（中3a) 
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評
定
者
B
に
よ
る
も
の
。

市

治

松

ミ

治

治

郎

盛

直

清

甚

タ

高

哲

三

兼

山

山

山

山

山

山

山

山

牧

牧

牧

牧

牧

牧

牧

牧

評
定
者
C
に
よ
る
。

直山
e

牧

直蔵

牧山小太郎

山

山

山

山

牧

牧

牧

牧

厳

松

治

助

郎

行

清

利

三

牧山

牧山

平
日
礼
拝
出
席
の
多
い
も
の
。

牧山シズエ牧山福太郎

直ー牧山高？苔’牧山

千太郎提牧山・政雄

民助

章表盛

牧山

牧山

直市

古川福太郎

牧山

千太郎

正司

提

提

七
凶

v
p
 

由
民太直

山

山
牧

牧

以
上
の
評
定
者
は
充
分
評
定
を
な
し
得
る
人
々
で
あ
る
が
、
評
定
の
信
頼
度
、
意
味
な
ど
を
考
慮
し
て
、
次
の
二
群
を
信
仰
強
群
と
し

清治

利助

政雄

高治

直蔵

牧山小太郎

牧山末次郎

た
。
第
一
群
は
よ
り
多
く
の
人
々
に
指
適
さ
れ
た
。

群第
山
牧

タミ

牧山

牧山

牧山

牧山

牧山

直市

治

治

治

ミ

松

助

清

哲

高

タ

甚

民

山

山

山

山

山

山

牧

牧

牧

牧

牧

牧

千太郎提

茂牧山

末春

蔵松

牧山

牧山
第二群

哲次

民助

牧山

牧山

雄

助

蔵

政

利

直

山

山

山

牧

牧

牧

牧山福太郎

直市牧山
牧山小太郎

牧山福太郎
重吉

山口重太郎
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次
に
、
信
何
弱
群
と
し
て
次
の
如
き
が
評
定
さ
れ
た
。

リカ

牧山田手男

牧山喜代美

士
口見

牧山弥太郎

牧山吾三郎

牧山初太郎

国松

中の瀬重雄

牧山

牧山

牧山

こ
の
信
仰
強
、
弱
群
の
所
有
農
地
及
ぴ
収
獲
量
の
姿
を
田
和
三
十
五
年
度
に
つ
き
観
察
す
る
。
表
8
、
表
9
が
そ
れ
で
あ
る
。
新
村
の

場
合
に
は
漁
業
が
弱
い
の
で
、
こ
の
宮
内
同
誌
が
新
村
の
人
々
の
経
済
階
層
を
大
体
に
於
て
現
し
得
る
。

ま
た
、
こ
の
部
落
の
所
有
農
地
全
般
の
姿
は
表
2
の
如
く
で
あ
る
の
で
、
両
者
の
比
較
を
通
し
て
部
落
全
体
の
中
で
の
彼
等
の
経
済
的

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
う
る
。

信
仰
強
第
一
群
は
提
千
太
郎
を
除
き
、
所
有
農
地
三
段
以
上
で
あ
る
。
提
民
長
男
は
聖
母
園
主
事
の
収
入
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
提
民

も
中
上
の
部
に
入
る
。
直
市
、
哲
治
、
高
治
の
農
地
は
島
で
最
高
の
部
で
あ
る
。
第
二
群
も
北
島
、
サ
ノ
、
兼
盛
を
除
き
三
段
以
上
で
あ

る
。
兼
盛
は
団
体
役
員
で
あ
り
、
北
島
は
教
員
で
あ
る
。
従
っ
て
信
仰
強
群
の
人
々
は
、
同
じ
よ
う
な
生
活
様
式
を
持
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
の

中
で
、
経
済
状
態
の
上
申
の
部
に
属
す
る
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
信
仰
弱
群
は
初
太
郎
弥
太
郎
を
除
い
て
農
用
地
三
段
以
下
で
あ

る
。
初
太
郎
の
場
合
も
家
の
内
部
は
ひ
ど
い
。
か
〈
見
て
来
る
と
信
何
弱
群
は
経
済
状
態
下
に
多
い
こ
と
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
姿
は
、
の

0
2円
当
日
n
w
E
B
な
ど
の
米
英
で
の
信
仰
強
度
と
経
済
階
層
に
関
す
る
諸
調
査
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。

英
国
で
は

上
層
に
強
く
、
米
国
で
は
中
層
及
ぴ
上
層
に
強
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
系
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
米
英
の
キ
リ
ス
ト
教
と
類
似
し
た
姿
、
伝
統
的
な

nvロ
宮
町
風
の
形
態
を
と
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究
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信
仰
強
群
は
経
済
的
に
上
中
に
位
置
す
る
の
み
で
な
く
、
社
会
的
評
価
も
高
い
。
そ
れ
は
今
年
の
町
会
議
員
候
補
三
人
の
中
、
二
名
が

主
M

信
仰
強
群
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。
信
仰
強
群
は
他
の
諸
条
件
の
類
似
を
考
え
る
と
、
社
会
階
層
に
関
し
て
も
高
い

と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

岱
日

次
の
こ
の
第
二
の
問
題
場
面
で
の
結
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
両
者
が
関
係
変
数
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
の
凝
集
理
論
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

註
崎

宗
教
現
象
の
凝
集
性
と
い
う
言
葉
で
、
私
は
、

椛
げ

「
宗
教
現
象
が
そ
れ
を
共
に
す
る
人
々
の
凝
集
性
を
強
め
、
そ
の
人
々
を
集
め
つ
づ
け

「
宗
教
現
象
が
、
信
仰
と
行
事
と
を
同
じ
く
す
る
道
徳
的
共
同
体
を
構
成
す
る
方
向
に
働
き
、
そ
れ
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
働
く
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
宗
教
が
独
立
変
数
と
考
え
ら
れ
、
凝
集
性
が
従
属
変
数
と
考
え
ら
れ

ょ
う
と
す
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
」

て
い
る
。

宗
教
的
凝
集
は
政
治
的
凝
集
、
経
済
的
凝
集
な
ど
と
異
り
究
極
的
価
値
、
基
本
的
事
物
把
握
様
式
の
同
一
化
、
人
格
構
造
の
類
似
佑
を

含
ん
だ
凝
集
を
鯖
果
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の

5
8弓
の
系
と
し
て
、

「
宗
教
信
仰
強
群
が
経
済
的
工
業
的
問
題
場
面
で
保
守
的
傾

向
の
強
い
こ
と
」
「
目
。
σ
E
N巳
芯
ロ
や
円
毘
F
B
E
U位
。
ロ
の
少
い
社
会
で
、
宗
教
が
よ
り
強
い
こ
と
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
多
く
の
実

証
的
デ

l
タ
も
帯
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
こ
で
の
問
題
の
社
会
階
層
と
信
仰
強
度
に
つ
き
考
え
て
み
る
。
宗
教
現
象
が
宗
教
的
な
凝
集
機
能
、
即
ち
究
極
的
価
値
、
基

本
的
事
物
把
握
様
式
の
同
一
化
と
人
格
構
造
の
類
似
化
を
含
ん
だ
凝
集
機
能
を
持
つ
な
ら
、
宗
教
集
団
と
社
会
集
団
が
重
な
る
場
合
、
統

計
的
に
は
、

そ
の
集
団
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
、
毛
m
ロ
E
g
m
E
Z
さ
れ
て
い
る
も
の
程
、
集
団
の
究
極
的
価
値
と
基
本
的
事
物
把
握
様
式

馬
渡
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集
団
カ
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リ
ッ
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研
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へ
の
一
致
ば
強
い
の
で
、
信
仰
も
よ
り
強
い
は
づ
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
社
会
階

層
、
経
済
階
層
の
高
い
も
の
程
、

そ
の
集
団
の
中
心
に
あ
る
も
の
程
、
信
仰
的
に
も
高
い
傾
向

が
あ
り
‘
逆
に
、
社
会
階
層
の
低
い
も
の
、
毛
色
ご

E
o
m
z
z
さ
れ
て
い
な
い
も
の
程
統
計
的

に
は
信
仰
が
弱
く
、
且
つ
、
そ
の
信
仰
か
ら
は
づ
れ
て
行
く
可
能
性
を
強
く
持
つ
と
考
え
ら
れ
註
路

る
。
こ
の
凝
集
理
論
よ
り
の
系
を
図
示
す
れ
ば
A
の
如
く
で
あ
り
、
私
の
骨

5
宵
己
目
。
ロ

p
gミ

よ
り
の
系
を
示
せ
ば
B
の
如
く
で
あ
る
。
大
き
な
円
の
中
心
部
程
社
会
集
団
の
中
心
を
現
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
小
円
の
大
き
さ
は
大
き
な
も
の
ほ
ど
信
何
強
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
二
つ
の
変
数
の
結
び
つ
け
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
J
」
こ
で
の
研
究

結
果
は
集
団
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
程
信
何
が
強
い
と
い
う
姿
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
姿

そ
れ
自
身
が
凝
集
理
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
烏
の
状
況

が
、
宗
教
現
象
の
凝
集
機
能
が
強
く
働
き
う
る
諸
条
件
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
の
場
合
、
独
立
変
数
は
集
団
の
中
で
の
位
置
で
あ
り
、
従
属
変
数
は
信
仰
強
度

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
逆
の
方
向
の
動
き
、
信
何
強
度
が
集
団
の
中
で
の
位
置

に
む
か
つ
て
働
く
方
向
の
動
き
も
容
在
し
は
す
る
。

そ
の
状
況
を
少
し
観
察
し
て
お
こ
う
。
信
仰
強
が
経
済
的
状
態
の
上
昇
、
社
会
階
層
の
上
昇

を
生
み
、
信
仰
弱
が
経
済
的
収
入
の
低
さ
や
社
会
階
層
の
低
下
を
も
た
ら
す
と
い
う
局
面
で
あ

七
/¥ 
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る
。
信
仰
強
度
が
独
立
変
数
で
あ
り
、
社
会
経
済
階
層
が
従
属
変
数
と
考
え
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。

十
信
仰
強
群
の
人
々
は
非
常
に
真
面
目
な
実
に
よ
く
働
く
人
々
で
あ
る
。
清
治
の
場
合
な
ど
そ
の
努
力
と
勤
勉
さ
と
は
類
を
見
な
い
。
直

市
．
の
場
合
も
父
が
失
敗
し
て
田
畑
を
失
っ
て
い
る
。
現
在
の
農
地
は
彼
の
倒
き
で
あ
る
。
高
治
と
平
蔵
も
食
べ
得
る
だ
け
か
ら
現
在
に
至

っ
た
人
々
で
あ
る
、
又
、
逆
に
、
信
仰
弱
群
の
人
々
は
余
り
働
く
人
々
で
は
な
い
。
こ
う
み
て
来
る
と
、
信
仰
強
に
基
く
真
面
目
な
生
活

態
度
が
、
今
日
の
高
経
済
状
態
、
高
社
会
階
層
を
P

生
ん
で
い
る
と
あ
る
程
度
ま
で
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
宗
教
に
基
く
勤
勉
さ
が
独
立
変

数
で
あ
り
、
社
会
階
層
面
の
変
ル
山
、
高
階
層
が
従
属
変
数
と
考
え
ら
れ
る
局
面
で
あ
る
。

じ
か
し
、
こ
の
考
え
方
で
行
く
と
‘
勤
勉
な
も
の
は
社
会
経
済
的
に
高
階
層
広
め
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
処
で
世
の
中
が
こ

の
よ
う
．
に
う
ま
く
行
か
ぬ
こ
と
は
人
々
の
充
分
知
る
処
で
あ
る
り
、
デ
ー
タ
の
一
部
も
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
考
え
方
だ

け
で
社
会
階
層
と
信
仰
強
度
の
問
題
を
説
明
し
き
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
次
に
、

更
に
、

観
察
を
進
め
て
行
く
と
、
信
仰
強
群
の
人
々

は
、
清
治
も
直
市
も
そ
．
の
父
は
区
長
（
カ
ト
リ
ッ
ク
集
団
の
行
政
長
）

で
あ
っ
た
し
、
哲
治
も
一
町
以
上
は
父
か
ら
の
相
続
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
例
に
も
見
ら
れ
る
知
く
、
群
全
体
と
し
て
は
、
こ
の
人
々
は
父
の
代
よ
り
社
会
的
経
済
的
に
可
成
り
よ
か
っ
た
人
・
々
で
あ
る
。
こ

れ
と
逆
に
、
信
何
弱
群
の
人
々
は
父
の
代
か
ら
比
較
的
悪
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
先
に
も
の
ベ
た
如
く
、
社
会
経
済
状
態

の
よ
さ
が
信
仰
強
を
、
そ
の
悪
さ
が
信
仰
弱
を
よ
ん
で
い
る
局
面
も
み
ら
れ
う
る
。

と
に
が
く
、
経
済
状
態
の
よ
さ
は
、
こ
こ
胸
の
場
合
そ
の
家
庭
の
信
何
の
強
さ
と
大
体
並
帯
し
て
い
る
の
で
、
之
の
家
庭
の
信
伺
の
強
さ

が
、
学
習
過
程
を
通
し
て
、
子
供
の
信
仰
を
強
く
す
る
。
か
く
て
、
経
済
状
態
の
よ
さ
と
信
仰
強
が
並
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

控
泊

現
在
の
一
円
主
の
信
仰
強
度
と
子
供
の
信
仰
強
度
の
相
関
度
の
高
邑
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。

馬
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し
か
し
、
こ
の
行
き
方
は
、
並
在
し
て
い
る
姿
を
並
存
に
よ
っ
て
説
明
す
る
も
の
で
、
並
存
へ
の
過
程
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
観
察
し
て
来
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
、
信
仰
強
度
と
社
会
階
層
、
経
済
階
層
の
在
り
方
を
示
さ
し
め
て
い
る
ロ
可

S
E
R
F
2
2

と
し
て
、
種
々
の
も
の
が
考
え
ら
れ
う
る
し
、
信
仰
強
度
が
常
に
従
属
変
数
で
あ
る
わ
け
で
も
決
し
て
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
両
者
の

関
連
の
姿
は
、
宗
教
現
象
の
凝
集
機
能
の
局
面
か
ら
、
最
も
よ
く
考
え
ら
れ
う
る
処
で
あ
り
、

私
は
こ
の

P
2
0吋
を
最
も
重
要
な

P
2
2
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
へ
の
充
分
な
理
論
的
論
及
は
稿
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
と
す
る
。

処
で
、
こ
こ
で
、
宗
教
の
凝
集
機
能
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
は
多
い
。
両
部
落
の
強
い
対
立
と
文
化
的
き
裂
、
決
し
て
心
か

ら
混
合
し
え
な
い
こ
と
、
本
村
の
も
の
が
新
村
に
軽
麗
感
を
持
ち
、
新
村
の
も
の
が
本
村
の
も
の
を
ゼ
ン
チ
ョ
と
呼
ぶ
関
係
、
昭
和
二
十

年
代
に
七
、
八
年
間
カ
ト
リ
ッ
ク
が
海
の
星
学
園
を
造
り
、
教
育
過
程
を
別
に
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
こ
れ
と
関
係
す
る
。

次
に
、
更
に
こ
こ
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
的
凝
集
の
若
干
の
局
面
に
言
及
す
る
。

宗
教
的
凝
集
が
、
究
極
的
価
値
及
ぴ
基
本
的
事
物
把
握
様
式
の
同
一
化
を
含
み
、
構
成
員
の
人
格
構
造
の
深
部
か
ら
の
類
似
化
を
来
す

凝
集
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
構
成
員
の
類
似
佑
の
姿
は
、
こ
の
研
究
で
も
充
分
取
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、

今
は
こ
れ
に
は
言
及
せ
ず
、
ミ
サ
を
め
ぐ
る
問
題
、

σロ仏
o
m
ω
S司
、
そ
の

E
E
4
Eロ
丘
町
田
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

日
曜
の
ミ
サ
の
出
席
者
数
は
八

O
O名
、
新
村
の
総
人
口
に
当
る
。
そ
の
出
席
率
は
一

O
O
%
に
近
い
。
平
日
ミ
サ
も
島
の
端
々
か
ら

玉
、
六
十
名
が
出
席
す
る
。
こ
の
ミ
サ
の
集
い
の
定
期
的
操
返
し
を
通
し
て
集
団
の
凝
集
は
勿
論
高
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
集
り
は

た
だ
集
る
の
で
は
な
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
以
来
の
危
機
意
識
も
残
存
し
、
場
合
に
よ
り
命
を
か
け
て
も
と
の
決
意
も
含
み
つ
つ
集
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
ミ
サ
は
共
通
の
神
共
通
の
最
高
価
値
に
捧
げ
ら
れ
る
。



そ
の
主
要
部
は
二
つ
の
部
分
に
分
た
れ
る
。
前
の
部
分
は
祈
り
、
聖
書
朗
読
な
ど
を
含
む
部
分
で
あ
り
、
第
二
の
部
分
が
キ
リ
ス
ト
が

記
念
と
し
て
行
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
後
者
が
ミ
サ
の
中
心
部
で
あ
る
。
パ
ン
と
葡
萄
酒
を
神
に
捧
げ
る
部
分
で
あ
る
。
こ

の
パ
ン
と
菊
萄
酒
は
キ
リ
ス
ト
自
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
は
時
空
を
こ
え
て
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
意
味
す
る
。
キ
リ
ス

キ
リ
ス
ト
と
共
に
信
者
一
同
も
そ
の
身
を
捧
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
、
キ
リ
ス
ト

を
頭
と
す
る
神
秘
体
の
意
識
が
と
も
ど
も
に
強
く
体
認
さ
れ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
の
意
識
は
こ
こ
の
人
々
に
非
常
に
強
い
。

乙
乙
の
カ
ト
リ
ッ
ク
は
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
の
意
識
な
ど
、
私
達
も
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

ト
が
神
に
御
自
身
を
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
を
、

こ
の
よ
う
な
ミ
サ
の
頻
繁
な
繰
返
し
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
す
る
神
秘
体
の
意
識
、
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
す
る
連
帯
的
容
在
と
し

て
の
意
識
が
、
こ
こ
の
人
々
の
人
格
構
造
の
深
部
に
根
強
く
構
成
さ
れ
て
行
く
。
こ
の
よ
う
な
神
秘
体
の
意
識
を
含
む
凝
集
は
、
利
益
共

同
体
な
ど
の
凝
集
と
は
全
く
異
っ
た
擬
集
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
究
極
的
価
値
、
事
物
把
握
様
式
の
同
一
化
、
人
格
構
造
の
類
似
化
を
含

む
凝
集
を
も
こ
え
た
凝
集
と
い
え
よ
う
。
キ
リ
ス
ト
に
於
い
て
一
つ
の
も
の
の
部
分
の
意
識
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
は
そ
の
部
分
と
し
て
、
な
き
宗
祖
父
、
父
母
、
す
べ
て
の
友
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
再
臨
の
日
に
と

も
ど
も
に
珪
る
こ
と
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
神
秘
体
を
離
れ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
こ
の
人
々
と
再
臨
の
日
に
別
れ
る
こ
と
を
も
意
味

す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
的
信
仰
の
中
で
は
、
再
臨
の
日
の
事
実
は
最
も
高
い
現
実
性
の
水
準
の
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
凝

集
は
こ
の
よ
う
な
担
え
方
を
と
も
に
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
日
の
救
い
を
も
と
も
ど
も
に
す
る
凝
集
で
あ
る
。

更
に
、
こ
こ
の
カ
ト
ッ
ク
の
凝
集
性
は

g
a
o
m
m
B司
に
よ
り
、
特
殊
な
形
で
強
め
ら
れ
て
い
る
。
新
村
と
本
村
の
適
婚
関
係
は
殆
ん

ど
な
い
。
本
村
の
者
が
養
子
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
育
て
ら
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
場
合
に
の
み
両
者
の
通
婚
が
み
ら
れ
る
。
婚
姻
は

馬
渡
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秘
積
で
あ
り
、
聖
な
る
も
の
で
あ
る
。
不
滅
の
霊
魂
を
持
つ
新
し
い
人
聞
の
出
産
と
い
う
神
の
神
聖
な
行
為
へ
の
参
与
を
意
味
す
る
。
し

か
し
て
信
者
聞
の
婚
姻
の
み
が
秘
積
で
あ
り
、
聖
な
の
で
あ
る
。
当
事
者
の
一
方
が
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
、
婚
姻
は
厳
密
に
は
秘
積
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
異
教
徒
と
の
婚
姻
の
式
は
、
か
つ
て
は
教
会
の
外
で
行
わ
れ
さ
え
し
た
。
こ
こ
で
は
異
教
徒
と
の
婚
姻
は
殆
ん
ど

註

m

な
い
。
最
悪
の
場
合
で
も
少
く
と
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
か
ら
行
わ
れ
る
。
こ
の
例
も
極
端
に
少
い
。
こ
の
よ
う
な

σロ
a
o
m
m
g司
を

通
し
て
の
文
佑
的
隔
離
、
文
化
的
境
界
緯
は
、
内
部
の
凝
集
性
を
強
め
、
そ
れ
に
特
殊
の
色
合
を
輿
え
、
顕
著
な
形
で
の
文
佑
的
裂
け
目

を
生
ん
で
い
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
的
凝
集
は
キ
リ
ス
ト
教
的
凝
集
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
強
い

て
い
る
ロ
旦
〈

R
Z－
u
g
は
、
こ
の
宮
内
凶
Z
E
E－z
g
を
背
景
と
し
て
の
み
脊
し
得
る
。
最
後
の
審
判
に
於
い
て
、
神
に
対
す
る
も
の

註
辺

は
個
で
あ
り
，
告
解
に
於
い
て
精
査
さ
れ
宥
さ
れ
る
の
も
の
も
個
で
あ
る
。
信
仰
の
単
位
は
あ
く
ま
で
も
個
で
あ
る
。
こ
の
宮
内
回
目
4Eci

m－
－
印
包
に
基
い
て
、
強
い
凝
集
性
に
基
く
人
格
特
性
と
同
時
に
、
宮
《
同
日
4
E
C
m
r
E
に
基
づ
く
人
格
持
性
が
こ
の
構
成
員
に
存
在
す
る
。

強
い
従
属
性
の
脊
在
と
同
時
に
、
強
い
責
任
感
を
持
ち
、
他
の
人
々
に
動
か
さ
れ
な
い
傾
向
が
存
在
す
る
。
従
属
性
と
相
対
し
た
毅
然
た

る
自
主
的
態
度
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
信
仰
を
貫
く
態
度
、
比
較
的
強
い
自
己
へ
の
反
省
、
生
活
に
対
す

る
真
面
目
な
自
己
決
定
的
な
態
度
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
姿
は
新
村
と
本
村
の
中
学
生
の
人
格
特
性
の
対
比
で
も
み
ら
れ
う
る
。
表
叩
は
学
籍
簿
の
評
定
結
果
の
整
理
で
あ
る
。
評
定
は
A

B
C
で
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
3
2
1
に
変
換
し
、
各
組
毎
の
カ
ト
リ
ッ
ク
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
平
均
強
度
を
出
し
て
み
た
。
こ
れ

は
科
学
的
測
定
の
結
果
で
は
な
い
が
、
諸
地
域
の
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
き
デ
l
タ
ー
を
取
り
や
す
い
の
で
便
宜
的
に
使
用
す
る
。

そ
こ
に
は
自
主
性
、
指
導
性
が
低
い
が
、
正
義
感
、
責
任
感
の
強
い
人
格
特
性
が
み
ら
れ
る
。
玲
宮
〉
m
g
n
U巴
。
ロ
結
果
で
も
刺
戟

語
よ
い
こ
と
へ
の
反
応
で
「
い
い
つ
け
を
守
る
」
「
捉
を
守
る
」
な
ど
が
強
く
出
て
お
り
、
他
者
を
極
端
に
気
に
か
け
る
と
同
時
に
、
先

住

a

E
庄司
E
C丘
町
B
が
存
し
て
い
る
。
多
く
の
学
者
の
指
適
し



述
の
作
文
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
毅
然
と
し
て
自
ら
の
道
を
行
く
姿
も
観
察
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
集
団
の
凝
集
性
と
従
属
性
と
は
私
の
従
来
の
テ
ス
ト
結
果
で
、
自
主
性

l
従
属

性
】
V
i
c
・ロ・
同
l
0

．uw
ω
！
？
ミ
の
姿
や
、
構
成
員
に
変
佑
が
少
く
行
動
様
式
が
具
体

的
に
現
定
さ
れ
て
い
る
程
、
凝
集
度
が
高
い
こ
と
な
ど
よ
り
、
従
属
性
は
凝
集
度
を
た
か
め

る
一
人
格
特
性
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
う
る
。
従
属
性
は
凝
集
性
に
応
じ
た
人
格
特
性
と

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
社
会
凝
集
の
諸
類
型
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿

に
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

し
か
し
、
馬
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
、
こ
の
両
者
を
対
比
的
に
考
え
る
と
、
凝
集
性
の
機

能
は
非
常
に
強
く
、

キ
リ
ス
ト
教
的
宮
内
田
吉
区
ロ
丘
町
宮
は
弱
い
。

そ
れ
は
充
分
に
展
開
し
て

は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
他
地
域
出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
こ
の
集
団
の
中
に
、
充
分
に

は
入
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
処
で
あ
る
。

十
年
近
く
も
、
こ
こ
に
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
婦
人
で
さ
え
、
教
会
清
掃
の
役
割
り
を
決
め
る
時
、
あ
れ

は
よ
そ
の
人
と
い
う
ζ

と
で
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。

二
十
年
も
前
に
結
婚
の
為
カ
ト
リ
ッ
ク
に
な
っ
た
婦
人
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
、
宗
教
的
凝
集
へ
の
研
討
を
、
更
に
進
め
て
行
〈
為
の
一
歩
と
し
て
、
馬
渡
カ
ト
リ

ツ
ク
の
宗
教
的
凝
集
性
の
二
、
三
の
特
徴
に
つ
き
、
若
干
の
研
討
を
進
め
て
み
た
。

こ
の
研
究
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
、
農
耕
或
は
農
漁
文
化
の
上
に
立
ち
、
集
団
的
形
態
を
取

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究
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四

り
、
そ
れ
が
伝
統
的
な

P
2
2
と
考
え
ら
れ
、
信
者
達
の
殆
ん
ど
が
小
学
卒
で
あ
る
離
島
の
場
合
の
一
つ
の
姿
を
記
述
し
分
析
し
た
仕

事
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
、
観
察
し
や
す
い
こ
つ
の
理
論
に
関
す
る
局
面
だ
け
を
若
干
取
扱
っ
て
み
た
。
な
お
宗
教
的
知

の
方
向
性
の
問
題
、
知
と
行
為
規
範
の
受
取
り
方
の
問
題
、
及
び
凝
集
理
論
に
関
す
る
考
え
方
を
若
干
進
め
得
た
か
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
で
の
研
究
結
果
は
次
の
研
究
で
の
仮
説
で
あ
り
、
都
市
ル
仙
、
集
団
度
な
ど
の
社
会
的
諸
条
件
を
異
に
す
る
長
崎
、
黒
崎
、

平
一
円
・
五
島
諸
地
域
で
の
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究
分
析
が
こ
れ
に
つ
づ
く
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

註
ー

乙
の
よ
う
な
集
団
的
キ
リ
ス
ト
教
は
、
日
本
で
は
、
九
州
地
域
の
キ
リ
シ
タ
ン
系
カ
ト
リ
ッ
ク
を
除
い
て
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

nvzHnv
の
語
は
、

註
2

そ
の
地
に
生
れ
た
も
の
は
す
べ
て
そ
の
教
会
に
属
す
る
と
い
う
意
味
で
、
凹
mn仲
に
対
す
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
に
入
る
場
合
、
西
欧
文
化
と
と
も
に
入
り
来
っ
た
こ
と
が
、

乙
の
キ
リ
ス
ト
教
と
知
的
な
も
の
の
結
び
つ
き
を
極
端
に
強
め
て

い
る
が
、
他
文
化
の
中
に
、
孤
立
し
て
キ
リ
ス
ト
者
が
存
す
る
場
合
、
他
文
化
の
諸
要
素
に
対
す
る
為
に
、
知
的
要
素
は
強
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

乙
と
も
事
実
で
あ
る
。

註
3

現
在
実
施
中
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
テ
ス
ト
結
果
の
一
部
で
あ
る
。

コ
ン
グ
レ
ガ
チ
ォ
、
マ
リ
ア
l
ナ
の
新
信
者
生
活
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

註
4
註
5

受
洗
後
三
年
以
内
の
人
々
の
読
書
に
関
す
る
マ
リ
ア
l
ナ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
定
期
出
版
物
購
入
の
姿
は
、
購
入
し
て
い
る
男
臼
%
女
併
%
、

読
ん
で
い
る
も
の
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
男
制
%
女
四
%
、
カ
ト
リ
ッ
ク
生
活
男
却
%
女
幻
%
、
声
男
口
%
女
ω
%
、
聖
母
の
騎
士
男
9
M
W
女
日
%
、
キ

リ
ス
ト
に
倣
い
て
、
聖
人
伝
な
ど
を
多
く
の
も
の
が
よ
ん
で
い
る
。

日
曜
ミ
サ
出
席
は
却
才
ま
で
男
子
都
市
幻
%
、
郡
部
M
N
%
、
女
子
都
市
引
M
W
郡
部
町
四
%
、
れ

l
刊
才
ま
で
男
子
都
市
行
%
、
郡
部
m
M
%
、
女
子
都
市

九
%
、
郡
部
加
%
、
制
才
以
上
男
子
都
市
問
%
、
郡
部
m
四
%
、
女
子
都
市
町
川
%
、
郡
部
η
%
の
姿
が
ス
パ
l
の
調
査
に
よ
り
取
り
出
さ
れ
て
い
る
。

大
体
子
供
が
生
れ
終
っ
て
い
る
一
同
主
の
明
治
生
れ
と
、
充
分
生
れ
き
っ
て
い
な
い
大
正
生
れ
と
を
便
宜
的
に
わ
け
で
集
計
し
た
。

註

6

註
7



註
8

一
九
六
一
年
で
、
同
巳

R
B自
民
同
町
担

moNHUHgaom曲
目
司
区
宏
、
一
九
六

O
年
で
山
口
件

R
，B
回
R
E
m
m
M
M
H
H
g
a
o
m曲
目
司
区
間
叶
以
上
は
全
国

で
の
姿
で
あ
る
。
処
で
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
長
崎
で
は
、
山
口
同
市
？
目
白
耳
目
白
句
。
ロ

g
a
o
m回
目
司
日
間
唱
で
あ
る
。

生
徒
の
作
文

ua白
に
も
明
か
に
み
ら
れ
う
る
。

男
子
が
若
干
の
女
子
を
相
談
し
た
い
人
、
尊
敬
す
る
人
と
し
て
あ
げ
て
い
る
場
合
な
ど
、
男
女
の
区
別
は
全
く
考
え
ず
に
カ
ト
リ
ッ
ク
、
非
カ
ト
リ

註
9
註

ω
ッ
ク
と
し
て
算
え
る
。

註

u
3
A、
2
A
な
ど
の
女
子
の
場
合
、
本
村
の
も
の
は
一
、
二
名
に
す
ぎ
ず
他
は
新
村
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
ロ
三
回
と
し
て
使
用
出
来
な
か
っ
た
。
乙

れ
も
新
村
の
子
供
の
多
さ
を
示
し
て
い
る
。

註
ロ

い
つ
も
遊
ん
で
い
る
も
の
に
関
し
て
相
当
は
げ
し
い
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
る
が
、
他
の
三
つ
で
余
り
み
ら
れ
な
い
の
は
そ
乙
で
も
み
ら
れ
る
程
、
学

校
の
教
室
内
で
は
強
く
は
出
て
い
な
い
と
と
を
も
示
し
て
い
る
。

註
日
他
学
級
の
場
合
も
同
様
の
姿
は
み
ら
れ
る
。

註リけ

職
業
学
歴
住
居
等
の
他
の
要
素
が
大
体
類
似
し
て
い
る
の
で
、
乙
の
よ
う
に
い
い
う
る
と
考
え
る
。

註
M
U

と
こ
で
の
二
つ
の
変
数
の
関
係
づ
け
は
、
先
づ
片
岡

5
可
己
目
0
ロ

F
g
q
か
ら
出
発
し
た
。
宗
教
現
象
が
吟

5
R三
芯
ロ
と
関
係
す
る
な
ら
ば
、
よ

り
同
司
ロ

a
g
g
す
る
可
能
性
の
強
い
下
層
に
お
い
て
宗
教
的
な
も
の
は
統
計
的
に
は
強
く
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
の
系
が
構
成
さ
れ
う
る
o

za風
の
宗
教
に
ζ

の
姿
は
み
ら
れ
る
が
、
乙
乙
の
場
合
下
層
に
強
く
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
の
姿
が
出
て
い
る
。
米
英
の

nv口同
nv
風
の
場
合
と

同
じ
形
で
あ
る
。
乙
乙
の
場
合
同

E
師
同
吋
田
氏
。
ロ
白
血
吉
田
司
自
冊
目
仲
の
機
能
よ
り
も
他
の
機
能
局
面
が
強
く
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
機
能
と
し

て
宗
教
現
象
の
凝
集
機
関
か
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註ぱ山

乙
ζ
で
、
私
の
凝
集
理
論
と
所
謂
山
口
宮
崎
己
目

g
s
g弓
と
の
問
題
に
つ
き
一
呂
田
口
し
て
お
く
。
山
田
円
高
吋
三
窓
口
容

g
a
は
宗
教
社
会
学
、
宗
教
・

民
族
学
の
領
域
で
生
れ
て
来
た

S
g
q
で
あ
る
。
そ
乙
で
の

s
g
m
B
t
oロ
は
社
会
を
単
位
と
し
た
宮

g
m叫丘町
O
ロ
で
あ
る
。
社
会
の
存
続
と

維
持
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

JEロ
m
R
は
宗
教
の

g
a曲目

E
g
m
E件
目
。
ロ
苫
ロ
丘
町
O
ロ
を
社
会
の
帯
続
と
そ
の
平
衡
維
持
の
為
に
必
要
な
機
能
と

馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

/¥ 
玉



馬
渡
島
集
団
カ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究

ハ、
ノ、

考
え
る
。
大
衆
の
衝
動
性
や
知
性
の
紋
如
に
対
し
て
、
宗
教
は
社
会
に
必
要
な
要
素
で
あ
る
。

丘
町
旧
民
O
ロ
が
弱
め
ら
れ
、
敵
意
や
自
己
中
心
主
義
が
破
綴
力
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
さ
れ
る
と
す
る
。
回

B
司
ロ
な
ど
も
社
会
を
究
極
的
な
機
能
的
単
位

と
み
、
文
化
現
象
を
個
人
の
目
白
色
よ
り
社
会
的
ロ

sa奇
促
進
す
る
為
の
社
会
的
創
造
物
と
解
す
る
。
す
べ
て
の
文
化
現
象
を
社
会
的
統
合
を
促

進
す
る
方
法
と
解
し
、
宗
教
現
象
も
ζ
れ
に
参
与
す
る
と
考
え
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
社
会
的
緊
張
、
社
会
内
の
吟
守

処
で
、
私
は

J
2ロ
m
R
の
い
う
如
き
宗
教
現
象
の
社
会
的
機
能
を
、
切
o
－8ロ
と
同
じ
く
、
宗
教
の

g
n
E
片

E
R同昨
日

0
ロ
包
吉
師
同

g
m
E
と
い
う

考
え
方
で
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
の
凝
集
理
論
の
場
合
、
分
析
単
位
は
社
会
か
ら
階
層
に
ま
で
、
更
に
、
そ
の
中
の
個
々
人
の
目
立

E
n昨日
2

5
8
の
強
度
に
ま
で
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。
集
団
の
内
部
で
の
由

S
E田
の
在
り
方
、
個
々
人
の
在
り
方
と
信
仰
強
度
に
関
係
し
て
問
題
が
取
扱
わ
れ

て
い
る
。

註
げ

宗
教
現
象
が
凝
集
性
を
強
め
る
乙
と
に
関
す
る
。
他
の
研
宛
と
し
て
、

フ
エ
ス
テ
ン
ガ
！
の
一
九
四
七
年
の
実
験
の
如
き
も
あ
げ
ら
れ
る
。
カ
ト
リ

ッ
ク
と
ユ
ダ
ヤ
人
を
使
用
し
て
の
実
験
で
あ
る
。
実
験
の
前
半
で
、
宗
教
的
所
属
を
知
ら
せ
な
い
で
、
論
議
が
行
わ
れ
、
問
題
へ
の
投
票
が
行
わ
れ

る
。
後
半
部
で
、
宗
教
的
所
属
を
知
ら
せ
て
、
議
論
を
し
投
票
が
な
さ
れ
る
。

乙
の
結
果
は
、
宗
教
集
団
の
所
属
は
あ
る
状
況
の
も
と
で
集
団
を
構

註
日
註川口

成
す
る
（
カ
ト
リ
ッ
ク
は
公
の
場
面
で
ユ
ダ
ヤ
人
は
公
で
な
い
場
面
で
）
重
要
な
な

n
g円
で
あ
る
と
の
仮
説
に
支
持
を
与
え
る
。

独
立
変
数
で
あ
り
、
凝
集
性
は
従
属
変
数
で
あ
る
。

哲
学
年
報
お
穏

こ
こ
で
宗
教
は

戸
主
の
信
仰
強
度
と
作
文
吟

m
m
k
F
E
s
s
z
oロ
を
通
し
て
の
中
学
生
の
信
仰
強
度
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
。

註
却

ア
メ
リ
カ
で
の

g
E
m曲
目
可
の
姿
に
つ
い
て
は
哲
学
年
報
お
で
言
及
し
た
。

4

勺・】

V
R凹
O
ロ
剖
な
ど
も
ロ
ロ
守
冊
『
町
田
】
目
的
自
と
回
n昨
日

4
2
B
を
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

註
れ
註

n
神
道
の
祭
り
の
場
合
、
信
仰
の
単
位
は
個
人
で
は
な
い
。
お
山
か
け
の
場
合
な
ど
、
代
参
の
人
々
は
村
の
人
々
の
代
参
と
し
て
神
前
で
決
定
さ
れ
、

彼
等
は
村
の
豊
作
を
祈
る
の
で
あ
り
、
村
の
人
々
は
登
拝
の
閥
精
進
を
続
け
る
の
で
あ
る
。
乙
の
信
仰
の
単
位
は
集
団
で
あ
る
。


